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宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）

〒110-0005 東京都台東区上野 5 丁目 22 番 6 号 御徒町みきビル

ＴＥＬ ０３-３８３２-５２４１ ＦＡＸ ０３-３８３６-２０６３

パーツカタログVol.16

ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム
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充実しています

　
眼
鏡
記
者
会
新
春
眼
鏡
人
懇

親
会
は
午
後
３
時
45
分
に
開

会
。
第
１
部
の
新
春
ご
あ
い
さ

つ
で
は
、
眼
鏡
記
者
会
の
美
濃

部
隆
代
表
幹
事
が
「
眼
鏡
作
製

技
能
士
、
２
０
２
６
年
秋
の
展

示
会
」
と
題
し
て
あ
い
さ
つ
、

「
今
回
の
新
春
懇
親
会
の
テ
ー

マ
は
、
今
秋
開
催
の
日
本
国
際

眼
鏡
展(JEX)

に
も
あ
る
よ

う
に
”THE

　Beginning

”

と
し
た
。飛
躍
の
年
と
し
た
い
」

と
し
た
後
、『
眼
鏡DB2025

』

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
業
界
の
現

状
を
解
説
。

　
眼
鏡
作
製
技
能
士
に
対
す
る

消
費
者
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い

が
期
待
値
は
高
く
、
眼
鏡
作
製

に
対
す
る
満
足
度
も
今
後
さ
ら

に
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
と

し
た
。

　
ま
た
、
秋
のNEO TOKY

O

展
を
主
催
す
るST.

グ
ロ
ー

バ
ル
Ｖ
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
㈱
の
平

松
嵩
代
表
取
締
役
を
紹
介
、
平

松
氏
は
「
ま
だ
成
長
段
階
だ
が

Ｊ
Ｅ
Ｘ
と
と
も
に
世
界
に
注
目

さ
れ
る
展
示
会
に
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
美
濃
部
代
表
幹
事
は
「
両
展

示
会
と
も
ま
さ
に
ビ
ギ
ニ
ン
グ

で
あ
り
、
伸
び
し
ろ
が
あ
る
。

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

さ
ら
な
る
活
性
化
へ
進
ん
で
い

こ
う
」
と
固
い
結
束
を
呼
び
か

け
た
。

　
続
い
て
一
般
社
団
法
人
日
本

メ
ガ
ネ
協
会
（
日
メ
協
）
の
風

早
昭
正
代
表
理
事
が
「
日
メ
協

の
活
動
は
昨
年
10
月
で
４
年
目

に
入
っ
た
。
眼
鏡
作
製
技
能
士

の
学
科
試
験
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
を

導
入
、
よ
り
多
く
の
受
検
者
が

見
込
ま
れ
、
10
年
後
に
は
２
万

人
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
。

眼
鏡
作
製
技
能
士
の
認
知
度

も
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
、
ま

た
眼
科
医
連
携
と
近
視
管
理
用

眼
鏡
の
登
場
で
加
速
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
皆
さ
ん
の

店
舗
で
資
格
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

も
ら
う
こ
と
が
最
も
効
果
的
で

あ
り
、
業
界
の
活
性
化
と
拡
大

に
寄
与
す
る
。
今
後
も
新
し
い

こ
と
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
第
２
部
の
講
演
・
対
談
「
本

気
で
取
り
組
む
眼
科
連
携
」
で

は
、
一
般
社
団
法
人
み
る
み
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鈴
木
達
朗
代

表
理
事
、
視
能
訓
練
士
の
平
良

美
津
子
氏
が
、「
子
ど
も
た
ち

の
眼
を
守
り
育

て
る
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
眼
科

と
眼
鏡
店
の
連

携
を
支
援
す
る

立
場
か
ら
、
眼

科
連
携
へ
の
期

待
と
課
題
、
眼

科
に
強
い
店
づ

く
り
の
実
践
方

法
な
ど
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　
鈴
木
氏
は
眼

鏡
店
の
眼
科
連

携
の
突
破
口
は
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
と
と
も
に
子
ど
も
メ
ガ
ネ

と
視
能
訓
練
士
と
の
関
係
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
、
子
ど
も
メ

ガ
ネ
と
眼
科
連
携
の
取
り
組
み

に
は
一
発
逆
転
は
な
く
、
地
道

に
「
患
者
満
足
の
た
め
の
協
働

チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
」
が
必
要

で
あ
り
、
対
等
な
関
係
を
築
く

と
と
も
に
、
眼
鏡
店
が
眼
科
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
メ
ガ
ネ
に

取
り
組
む
こ
と
は
顧
客
層
の
若

返
り
に
つ
な
が
り
、
固
定
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
の
創
造
と
店
の

活
性
化
に
寄
与
も
の
と
し
て
、

少
な
く
と
も
６
年
は
”
子
ど
も

の
成
長
の
伴
走
者
”
と
い
う
意

識
を
持
つ
べ
き
だ
と
強
調
し
、

子
ど
も
メ
ガ
ネ
販
売
の
成
功
事

例
を
紹
介
。
こ
れ
か
ら
登
場
す

る
近
視
管
理
用
眼
鏡
に
も
言

及
、
近
視
は
管
理
す
る
時
代
に

な
る
と
し
た
。

　
ま
た
平
良
氏
は
「
親
が
決
め

て
与
え
た
メ
ガ
ネ
を
子
ど
も
は

大
切
に
し
な
い
。
い
わ
ば
”
他

人
事
”
だ
。
子
ど
も
自
身
が
気

に
入
り
、
選
ん
だ
メ
ガ
ネ
は
本

人
が
本
当
に
大
事
に
す
る
」
と

視
能
訓
練
士
の
日
々
の
業
務
を

通
じ
て
経
験
談
を
披
露
。

　
み
る
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

展
開
す
る
「
み
る
み
る
手
帳
」

を
紹
介
し
、
そ
の
利
点
や
使
い

方
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

〈
３
面
に
続
く
〉

　眼鏡記者会（加盟５社６媒体加盟、美濃部隆代表幹事）は、新
春恒例の「２０２６年眼鏡記者会新春眼鏡人懇親会」を２月１０
日、東京・新御徒町のジュエラーズタウン・オーラムで「The 
Beginning2026 年　新境地に向けて飛躍の年に」をテーマに開催、
業界人５８人が参集し、新春にあたり団結を誓った。

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱（
東
京
都
西
東
京
市
、大
治
良
高
社
長
）は
、

１
月
５
日
に
選
考
委
員
会
を
開
き
、「
２
０
２
５
年 

シ
チ
ズ
ン
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
受
賞
者
を
下
記
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
市
民
社
会
に
感
動
を
与
え
た
良
き
市
民
を
1
年

単
位
で
選
び
顕
彰
す
る
も
の
で
、
同
社
が
１
９
９
０
年
か
ら
主

催
し
、
今
年
で
36
回
目
と
な
る
。

　
各
受
賞
者
に
は
、
副
賞
と
し
て
賞
金
１
０
０
万
円
と
時
計
が

贈
ら
れ
る
。

　
社
会
か
ら
孤
立
し
や
す
い
ひ

と
り
親
家
庭
や
困
窮
世
帯
の
親

子
の
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
し

て
い
る
。

■
表
彰
理
由

　
ひ
と
り
親
や
困
窮
家
庭
が
孤

立
し
、
行
政
だ
け
で
は
支
え
き

れ
な
い
中
で
、
家
庭
に
寄
り
添

い
、
家
事
や
子
育
て
を
と
も
に

行
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
や
児
童
相
談
所
と
の
連
携
も

２
０
２
５
シチズン・オブ・ザ・イヤーシチズン・オブ・ザ・イヤー

２
０
２
５

感
動
を
与
え
た
良
き
市
民
を
顕
彰
３
受
賞
者
表
彰

地域の高齢者の日々の見守りと手作り弁当お届け地域の高齢者の日々の見守りと手作り弁当お届け

ひとり親家庭や困窮世帯の親子に安心の居場所提供 ひとり親家庭や困窮世帯の親子に安心の居場所提供 

ミャンマーから来日する若者をボランティア支援ミャンマーから来日する若者をボランティア支援

　
日
本
人
お
よ
び
日
本
に
在
住
す
る
外
国
人
の
中
か
ら
、
市
民
社
会
に
感

動
を
与
え
た
、
あ
る
い
は
市
民
社
会
の
発
展
や
幸
せ
・
魅
力
作
り
に
貢
献

し
た
市
民（
個
人
も
し
く
は
団
体
）を
１
年
単
位
で
選
び
、顕
彰
す
る
制
度
。

　
市
民
主
役
の
時
代
と
い
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
広
い
視
野
か
ら
市
民
を

顕
彰
す
る
賞
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
名
に
“
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
（
市
民
）”
を
掲
げ
る
シ
チ
ズ
ン
時
計
が
１
９
９
０
年
に
創

設
し
た
も
の
で
す
。

　
略
称
「
シ
チ
ズ
ン
賞
」。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱

１９９０年に創設

シチズン・オブ・ザ・
イヤーについて

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
者
た
ち

に
、
日
本
語
教
育
を
は
じ
め
留

学
や
就
労
支
援
を
続
け
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
未
来
の
平
和
を
願

う
。

　
岐
阜
市
在
住
の
置
田
和
永
さ

ん
、
起
美
さ
ん
夫
妻
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
か
ら
来
日
す
る
若
者
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
奔

走
し
て
い
る
。
日
本
語
や
パ
ソ

コ
ン
を
教
え
た
り
、
留
学
、
就

労
支
援
な
ど
、
個
人
の
力
で
で

き
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
、
来

日
し
た
若
者
か
ら
は
「
先
生
」

と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
て
い
る
。

■
表
彰
理
由

　
外
国
人
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、政
情
不
安
定
な
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
若
者
を
抽
象
的
な
「
外
国
人
」

で
は
な
く
、
身
近
な
隣
人
と
し

て
支
援
し
て
い
る
の
は
素
晴
ら

し
い
。
地
元
で
草
の
根
的
に
支

援
を
続
け
、
人
と
し
て
向
き
合

う
姿
勢
は
、
多
様
性
へ
の
理
解

を
広
げ
る
力
が
あ
る
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
が
介
護
な

ど
日
本
社
会
を
支
え
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
ら
の
努

力
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
と

し
て
も
意
義
が
大
き
く
、
評
価

で
き
る
。

■
受
賞
コ
メ
ン
ト

　
私
が
60
歳
に
な
り
教
員
退
職

後
、
第
二
の
人
生
を
ど
う
生
き

た
ら
い
い
か
考
え
た
時
、
亡
き

父
「
久
平
」
が
私
を
「
和
永
」

と
名
付
け
、
二
人
合
わ
せ
る
と

「
永
久
平
和
」
と
な
る
こ
と
か
ら

「
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
」
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
３
年
間
、ミ
ャ
ン
マ
ー

の
ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
学
校
の
校

長
職
を
文
科
省
か
ら
依
頼
さ
れ
、

そ
の
後
内
戦
に
至
っ
て
し
ま
っ

た
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
和
支
援
」

に
決
め
ま
し
た
。
今
回
そ
の
私

た
ち
夫
婦
の
老
後
の
生
き
方
を

シ
チ
ズ
ン
時
計
株
式
会
社
様
が

認
め
て
下
さ
り
、
と
て
も
有
難

く
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
30
年
に
わ
た
り
、
真
心
こ
も

る
手
作
り
弁
当
を
届
け
る
と
と

も
に
、
日
々
の
見
守
り
に
よ
っ

て
地
域
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

支
え
る
。

■
表
彰
理
由

　
30
年
以
上
に
わ
た
り
手
作
り

弁
当
を
届
け
続
け
て
き
た
活
動

に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
孤
独

死
が
社
会
問
題
と
な
る
中
、
高

齢
者
に
温
か
い
食
事
を
届
け
る

こ
と
は
、
栄
養
の
提
供
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
あ
な
た
を
見
て
い
る
」

と
い
う
存
在
の
肯
定
と
な
り
、

人
と
人
を
結
ぶ
力
を
持
つ
。

　
本
来
は
社
会
が
担
う
べ
き
役

割
を
補
い
続
け
て
き
た
そ
の
尊

い
営
み
が
、
い
つ
か
不
要
に
な

る
未
来
を
願
い
、
そ
の
価
値
を

後
押
し
し
た
い
。
ま
た
、
多
く

の
団
体
が
担
い
手
不
足
で
活
動

を
終
え
る
中
、
そ
の
志
が
若
い

世
代
へ
と
確
か
に
引
き
継
が
れ

た
点
も
高
く
評
価
し
、
今
回
の

受
賞
と
し
た
。

■
受
賞
コ
メ
ン
ト

　
30
年
前
に
高
齢
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
会

を
立
ち
上
げ
、
お
弁
当
作
り
を

始
め
ま
し
た
。
主
婦
た
ち
の
作

る
お
弁
当
は
評
判
が
良
く
、
点

か
ら
面
に
広
が
り
、
作
る
人
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
作
り
手
が
高
齢
に

な
り
、
閉
会
寸
前
の
と
こ
ろ
で
、

在
宅
医
療
福
祉
に
関
わ
っ
て
き

た
専
門
職
の
メ
ン
バ
ー
が
引
き

継
ぎ
、
ま
た
新
た
な
ふ
た
ば
の

会
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
長
く
地

域
を
支
え
る
温
か
い
ふ
た
ば
の

会
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

優
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
ほ
し

い
取
り
組
み
だ
と
感
じ
た
。
設

立
間
も
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
り
な

が
ら
活
動
を
次
々
と
形
に
す
る

行
動
力
と
、
団
体
名
に
込
め
ら

れ
た
慈
し
み
の
心
に
も
強
い
信

頼
を
抱
い
た
。
地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

尊
い
活
動
と
し
て
高
く
評
価
し

た
。

■
受
賞
コ
メ
ン
ト

　
し
ん
ど
い
状
況
に
あ
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
子
の
支
援
を
始

め
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
ひ
と

り
親
家
庭
だ
け
で
な
く
多
く
の

こ
ど
も
た
ち
が
不
安
や
孤
独
を

抱
え
て
懸
命
に
生
き
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
の
「
こ
ど
も
ら
し
さ
」
を
取

り
戻
し
た
い
、
親
子
の
生
活
安

定
の
力
に
な
り
た
い
と
の
思
い

で
続
け
て
き
た
小
さ
な
歩
み
に

対
し
て
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
で

す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
市

民
（
＝
シ
チ
ズ
ン
）
の
皆
さ
ま

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合

わ
せ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

鈴木達朗氏（右）と平良美津子氏

美濃部代表幹事

シチズン・オブ・ザ・イヤーに輝いた受賞者

風早代表理事 平松代表取締役

置
田
和
永
さ
ん
・
75
歳
、起
美
さ
ん 

・
67
歳

食
事
サ
ー
ビ
ス 

ふ
た
ば
の
会

「
本
気
で
取
り
組
む
眼
科
連
携
」「
子
ど
も
達

の
眼
を
守
り
育
て
る
」
特
別
講
演
・
対
談
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
た
ね
と
し
ず
く

26
年
眼
鏡
記
者
会
新
春
眼
鏡
人
懇
親
会

「The Beginning2026年 新境地
に向けて飛躍の年に」をテーマに

眼鏡作成技能士への期待
　新展示会で業界を活性化



第２５６６号 令和８年（２０２６年）２月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

　Jeweller

’s Study Club

は
、
４
月
24
日
、
18
時
15
分
～

19
時
30
時
に
大
阪
市
中
央
区
の

大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
・
マ

ー
ト
ビ
ル
（
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
）
で 

「
日
本
人
の
指
輪
１
０
０
年
」

を
テ
ー
マ
に
２
０
２
６
年
春
研

究
会
①
を
開
催
す
る
。

　
講
演
の
内
容
は
今
年
３
月
に

発
刊
さ
れ
る
諏
訪
恭
一
監
修

「
日
本
人
の
指
輪
１
０
０
年
」

を
基
に
受
講
者
が
指
輪
20
点
余

り
を
手
に
取
り
そ
れ
ぞ
れ
の
品

を
観
察
、
し
て
会
場
の
参
加
者

の
人
気
の
代
表
指
輪
に
つ
い
て

解
説
す
る
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
）。
受
講
者
の
皆
さ
ん
が

宝
石
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な

る
。

　
講
師
は
、
諏
訪
恭
一
氏
。
１

９
４
２
年
東
京
都
生
ま
れ
。
慶

應
義
塾
大
学
卒
業
。
65
年
米
国

宝
石
学
会
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
宝
石
鑑

別
士
の
資
格
を
取
得
（
日
本
人

第
１
号
）。
諏
訪
貿
易
会
長
。

国
際
貴
金
属
宝
飾
品
連
盟
色
石

委
員
会
副
委
員
長
、
国
際
色
石

協
会
執
行
委
員
な
ど
を
歴
任
。

２
０
２
２
年
国
立
科
学
博
物
館

特
別
展
『
宝
石 

地
球
が
う
み

だ
す
キ
セ
キ
』
監
修
。『
決
定

版 

宝
石
』（
世
界
文
化
社
）、『
価

値
が
わ
か
る
宝
石
図
鑑
』（
ナ

ツ
メ
社
）、『
知
っ
て
い
る
人
は

得
を
し
て
い
る
宝
石
の
価
値
』

（
新
潮
新
書
）
な
ど
著
書
多
数
。

　
諏
訪
氏
は
、
単
な
る
企
業
家

や
宝
石
鑑
定
士
と
い
う
枠
を
超

え
、
日
本
の
宝
石
文
化
を
育

み
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
尽
力

し
た
、
ま
さ
に
日
本
の
宝
石
業

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
言
え
る
。

　
会
費
は
４
０
０
０
円
。

◇
　
◇
　
◇

　
さ
ら
に
、
４
月
25
日
、
18
時

15
分
～
19
時
30
分
に
Ｏ
Ｍ
Ｍ
で

『
ベ
ト
ナ
ム
宝
石
産
地
の
最
新

情
報
』
を
テ
ー
マ
に
２
０
２
６

年
春
研
究
会
②
を
開
催
す
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
産
ル
ビ
ー
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
産
の
も
の
に
匹
敵
す
る

品
質
を
持
つ
も
の
も
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
産
地
鑑
別
は
宝
石

学
で
は
重
要
な
課
題
の
1
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
地
理
的
に
ア
ジ

ア
の
宝
石
が
豊
富
な
国
々
に
囲

ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
９
８
０
年
代
ま
で
商
業

的
な
宝
石
採
掘
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
１
０
８
３
年
に
ハ

ノ
イ
か
ら
北
東
へ
１
５
０
㎞
の

Yen Bai

地
方Luc Yen

で

ル
ビ
ー
と
ス
ピ
ネ
ル
が
発
見
さ

れ
た
。

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

系
統
的
な
調
査
が
開
始
さ
れ
、

１
９
８
７
年
に
ベ
ト
ナ
ム
の

地
質
調
査
所
が
同
地
区
に
ル

ビ
ー
鉱
床
を
発
見
し
た
。
ま

た
、
１
９
９
０
年
に
は
ハ
ノ
イ

か
ら
南
西
へ
３
０
０
㎞
のQui 

Chaw

で
も
上
質
の
ル
ビ
ー
が

発
見
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
発
見
当
初
は
ほ
ん
と

う
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ル
ビ
ー
が

産
出
す
る
の
か
と
懐
疑
的
な
情

報
が
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
。

　【
ベ
ト
ナ
ム
宝
石
産
地
の
最

新
情
報
】
ベ
ト
ナ
ム
の
さ
ま
ざ

ま
な
宝
石
の
新
旧
の
産
地
と
、

そ
れ
ら
の
比
較
に
よ
っ
て
わ
か

る
科
学
的
な
背
景
に
つ
い
て
、

最
新
の
研
究
成
果
を
交
え
て
、

GIA Tokyo

の
桂
田
祐
介
博

士
（
研
究
部
門 FGA GG

）

が
現
地
報
告
す
る
。

　
講
師
はGIA Tokyo

合
同

会
社
研
究
部
門FGAGG

の

桂
田
祐
介
博
士
。

　
会
費
は
無
料
。

　
日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合
（
目
黒

和
紀
理
事
長
）
は
、 

２
月
4
日
に
日
本

ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
会
館
で
２
０
２
５
年

度
（
暦
年
）
貴
金
属
地
金
使
用
量
発
表

会
を
開
催
し
た
。

　
最
初
に
目
黒
理
事
長
は
「
１
９
８
１

年
に
27
社
で
発
表
会
が
始
ま
っ
て
か
ら

45
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

か
な
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
数
字
に
な

っ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
吹
い

て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
各
企
業
と

も
技
術
継
承
に
苦
労
し
て
い
ま
す
の

で
、
長
く
発
表
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、
プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の
ハ
ン
キ
ン
ソ

ン
尚
子
代
表
取
締
役
社
長
が
来
賓
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
あ
と
、
田
中
貴
金
属
工

業
㈱
の
岡
賢
貴
金
属
市
場
部
部
長
と
ジ

ョ
ン
ソ
ン
・
マ
ッ
セ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
合

同
会
社
の
プ
リ
ン
シ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ナ
リ
ス
ト
の
藤
田
幹
生
氏
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
情
報
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
調
査
委
員
会
委
員
長
の
㈱
ナ

ガ
ホ
リ
大
西
部
長
が
「
組
合
で
の
扱
い

は
業
界
全
体
の
40
％
」
と
し
な
が
ら
も

地
金
使
用
量
を
発
表
し
た
（
表
を
参

照
）。

　
ス
イ
ス
時
計
の
輸
出
は
、
12

月
に
前
年
同
月
比
３
・
３
％
増

と
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
21
億
ス
イ

ス
フ
ラ
ン（
約
４
１
０
０
億
円
）

に
達
し
た
。
こ
れ
は
、
４
カ
月

連
続
で
続
い
た
大
幅
な
落
ち
込

み
か
ら
の
回
復
を
示
す
も
の
。

こ
の
回
復
に
よ
り
、
年
間
の
総

輸
出
金
額
は
２
５
６
億

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約

４
兆
５
９
８
１
億
円
）

と
な
っ
た
も
の
の
、
２
０
２
４

年
と
比
較
し
て
１
・
７
％
の
減

少
と
な
っ
た
（
ス
イ
ス
時
計
協

会
Ｆ
Ｈ 

ス
イ
ス
時
計
輸
出
月

別
レ
ポ
ー
ト
よ
り
抜
粋
）。

　〈
ス
イ
ス
か
ら
日
本
へ
の
輸

出
〉

　
２
０
２
５
年
12
月
の
日
本
向

け
ス
イ
ス
時
計
輸
出
金
額
は
、

約
１
億
３
５
３
０
万
ス
イ
ス
フ

ラ
ン
（
約
２
６
３
億
９
０
０

０
万
円
）
と
な
り
、
前
年
同
月

比
で
１
・
９
％
減
少
し
た
。
こ

の
う
ち
、
12
月
に
日
本
へ
出
荷

さ
れ
た
腕
時
計
の
輸
出
額
は
約

１
億
３
１
０
０
万
ス
イ
ス
フ
ラ

ン
（
約
２
５
５
億
７
８
０
０
万

円
）
で
、
前
年
同
月
比
１
・
４

％
の
減
少
と
な
っ
た
。
　

　
ま
た
、
２
０
２
５
年
通
年
の

日
本
向
け
ス
イ
ス
時
計
輸
出
金

額
は
、
前
年
比
５
・
８
％
減
の

約
18
億
５
０
９
０
万
ス
イ
ス
フ

ラ
ン
（
約
３
３
３
０
億
７
０
０

０
万
円
）
と
な
っ
た
。
　

　
輸
出
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

日
本
は
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
２
位
に
位

置
し
、
続
い
て
第
３
位
が
中

国
、
第
４
位
が
香
港
と
な
っ
て

い
る
。市
場
シ
ェ
ア
で
見
る
と
、

ト
ッ
プ
の
ア
メ
リ
カ
が
約
17
％

を
占
め
る
一
方
、
日
本
、
中
国
、

香
港
は
い
ず
れ
も
約
７
％
と
、

ほ
ぼ
同
水
準
の
シ
ェ
ア
と
な
っ

た
。
　
　

　
輸
出
数
量
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
５
年
12
月
単
月
で
４
万
１

０
３
３
個
、
通
年
で
は
50
万
６

３
３
３
個
と
な
り
、
前
年
と
比

較
し
て
19
・
２
％
減
と
２
桁
の

大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
。

　
輸
出
金
額
を
価
格
帯
別
に
見

る
と
、
輸
出
単
価
２
０
０
０
ス

イ
ス
フ
ラ
ン
以
下
（
約
36
万
円

以
下
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い

て
、
金
額
・
数
量
と
も
に
減
少

幅
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
た
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
は
、

２
月
12
日
に
記
者
会
見
を
開

き
、
１
月
21
日
に
開
か
れ
た
第

６
回
　
理
事
会
の
概
要
を
報
告

し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
個
人
・
法

人
正
会
員
７
社
の
新
規
入
会
申

し
込
み
が
あ
り
、
４
社
の
大
会

が
承
認
さ
れ
、
２
０
２
５
年
12

月
末
の
正
会
員
（
個
人
・
法
人
）

が
８
２
６
社
、
賛
助
会
員
22
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
２
０
２
４
年
に
作
成

　
宝
飾
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
、
き

も
の
、
寝
具
に
特
化
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
企
画
広
告
会
社

「
㈱
Ｐ
Ｒ
現
代
」（
東
京
・
日
本

橋
）
は
、
主
宰
す
る
宝
飾
小
売

業
経
営
者
が
集
う
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
会
「
Ｊ
Ｍ
Ｇ
（
ジ
ュ

エ
ラ
ー
ズ
・
マ
イ
ン
ド
グ
ル
ー

プ
）
春
の
定
例
研
究
会
・
イ
ー

・
配
布
し
た
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
在
籍
店
」
パ

ネ
ル
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
Ｂ
５
サ

イ
ズ
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
３
種
類

で
１
年
更
新
で
再
度
作
成
し
、

今
回
か
ら
活
用
先
を
広
げ
る
た

め
に
協
会
会
員
外
の
業
者
か
ら

の
申
請
に
も
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
昨
年
10
月
告
知
か
ら
３
８

９
店
舗
、
１
５
９
５
枚
を
配
布

し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
２
０
２
７
年
１
月
に
行
わ
れ

る
国
際
宝
飾
展
（
Ｉ
Ｊ
Ｔ
２
０

２
７
）
の
開
催
に
つ
い
て
、
２

０
２
７
年
１
月
か
ら
２
月
中
旬

ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
が
全

館
休
館
と
な
る
た
め
、
会
場
を

幕
張
メ
ッ
セ
に
移
し
て
２
０
２

７
年
１
月
27
日
か
ら
29
日
の
３

日
間
の
開
催
と
な
る
旨
が
報
告

さ
れ
た
。
な
お
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
は
、
２
０
２
８
年
１
月

～
２
月
も
休
館
に
な
る
と
付
け

加
え
ら
れ
た
。

エ
ッ
ク
ス
浦
和
店
見
学
会
」
を

４
月
８
日
（
水
）
に
開
催
す
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
修
理
客

を
顧
客
化
す
る
実
務
を
学
ぼ
う

！
リ
・
モ
デ
ル
強
化
を
目
指
す

方
必
見
！
」。
Ｊ
Ｍ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
㈱
エ
ク
ミ
ス
の
協
力

の
も
と
、
同
社
の
直
営
リ
・
モ

デ
ル
専
門
店
「
イ
ー
エ
ッ
ク
ス

浦
和
店
」の
見
学
を
開
催
す
る
。

見
学
後
に
は
講
演
会
・
意
見
交

換
会
を
近
隣
会
議
室
で
行
う
。

　
第
1
部
の
店
舗
視
察
は
浦
和

コ
ル
ソ
１
階
に
あ
る
「
イ
ー
エ

ッ
ク
ス
浦
和
店
」
で
、
新
規
客

を
誘
引
す
る
た
め
の
店
舗
演

出
、
手
渡
し
パ
ン
フ
、
接
客
コ

ー
ナ
ー
な
ど
を
見
学
す
る
。

　
第
２
部
の
講
演
会
で
は
㈱
エ

ク
ミ
ス
の
井
上
徹
専
務
取
締
役

を
講
師
に
迎
え
、
買
取
希
望
や

修
理
客
へ
の
対
応
法
、
リ
モ
デ

ル
へ
と
つ
な
げ
る
セ
ー
ル
ス
ト

ー
ク
や
、
成
約
を
増
や
す
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
解
説
す
る
。

　
▽
日
時
：
４
月
８
日
（
水
） 

見
学
会
＆
講
演
会
13
時
30
分
～

17
時
30
分
（
開
催
後
懇
親
会
）

　
▽
会
場
：
㈱
エ
ク
ミ
ス
直
営

店
「
イ
ー
エ
ッ
ク
ス
浦
和
店
」・

「
埼
玉
会
館
」
会
議
室

　
▽
対
象
：
全
国
の
宝
飾
小
売

店
（
商
圏
に
よ
り
参
加
で
き
な

い
場
合
あ
り
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
）

　
◆
事
前
申
込
制
で
Ｊ
Ｍ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
は
１
社
３
人
ま
で
参
加

無
料
。
一
般
は
１
社
２
万
２
０

０
０
円
（
税
込
・
２
人
ま
で
参

加
可
能
）。

　
参
加
希
望
の
場
合
は
Ｐ
Ｒ
現

代
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

貴金属地金使用量を発表
25
年
度

今回はかなりインパクトある数字 日本貴金属製鎖の
目黒理事長が解説

発表会が行われた会場

調査委員会委員長
の大西氏の説明

目黒理事長が発表会で
使用量情況を解説

Ｊ
Ｊ
Ａ
第
６
回
理
事
会
の
概
要

「ＪＣ在籍店パネル」を
会員外の業者にも配布

Ａ４、B５、名刺サイズの３種

Ｊ
Ｍ
Ｇ
春
の
定
例
研
究
会
で
実
施

イ
ー
エ
ッ
ク
ス
浦
和
店
見
学
会
ＰＲ現代
４月８日

「
ス
イ
ス
時
計
」世
界
へ
の
輸
出
情
況

米
国
市
場
が
牽
引
す
る
回
復
基
調

輸出先ランク  日本２位、中国３位 

Ｊ
Ｓ
Ｃ
26
年
春
研
究
会

４
月
24
、
25
日
開
催

Ｊ
Ｓ
Ｃ
26
年
春
研
究
会

Ｊ
Ｓ
Ｃ
26
年
春
研
究
会

名
刺
サ
イ
ズ
の

「
在
籍
店
パ
ネ
ル
」

「エクミス」の井上専務
取締役の講演も
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魚
里
校
長「
魅
力

あ
る
業
界
に
‼
」

「
１
／
２
ク
ラ
ス
」発
売

Ｎ
Ｅ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
展
と
も
連
携

今
後
一
本
化
に
向
け
話
し
合
い
た
い

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
グ
リ
ー
ン
に
オ
ン
し
た
け
ど

ピ
ン
に
寄
ら
ず
10
メ
ー
ト
ル
近

い
ロ
ン
グ
パ
ッ
ト
が
残
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
な
か
な
か
カ
ッ
プ

イ
ン
し
な
い
―
―
。

　
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は

パ
ッ
ト
の
距
離
感
を
つ
か
め
ず

に
カ
ッ
プ
を
挟
ん
で
行
っ
た
り

来
た
り
。
そ
れ
で
ス
コ
ア
を
崩

す
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
カ
ッ
プ
ま
で
10
メ
ー
ト
ル
の

距
離
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ッ
ト

は
ど
れ
く
ら
い
寄
せ
る
イ
メ
ー

ジ
で
打
ち
ま
す
か
、
と
ア
マ
チ

ュ
ア
に
聞
い
て
デ
ー
タ
を
取
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と

“
50
セ
ン
チ
”
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
プ
ロ

は
１
メ
ー
ト
ル
で
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
そ
こ
か
ら

ロ
ン
グ
パ
ッ
ト
に
対
す
る
意
識

が
ア
マ
と
プ
ロ
で
大
き
く
違
う

の
で
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
多
く
が
50
セ

ン
チ
に
寄
せ
た
い
、
と
い
う
理

由
は
３
パ
ッ
ト
し
た
く
な
い
か

グ
リ
ー
ン
オ
ン
も
10
㍍

パ
ッ
ト
が
入
ら
な
い
…

ら
で
し
ょ
う
。
50
セ
ン
チ
な
ら

絶
対
に
１
回
で
入
る
。
だ
か
ら

２
パ
ッ
ト
で
上
が
る
た
め
に

は
、
で
き
る
だ
け
カ
ッ
プ
近
く

に
つ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
実
際
は
、
上
り
の
ラ

イ
ン
で
は
で
き
る
だ
け

寄
せ
よ
う
と
思
っ
て
強

く
打
っ
て
し
ま
い
、
１

メ
ー
ト
ル
も
２
メ
ー
ト

ル
も
オ
ー
バ
ー
。

　
安
全
圏
の
50
セ
ン
チ

か
ら
か
け
離
れ
る
と
動

揺
し
、
２
パ
ッ
ト
で
決

め
る
自
信
が
崩
れ
て
入

ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　
逆
に
下
り
の
ラ
イ
ン

で
は
カ
ッ
プ
オ
ー
バ
ー

を
怖
が
っ
て
打
ち
き
れ

ず
に
１
メ
ー
ト
ル
も
２

メ
ー
ト
ル
も
シ
ョ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
う
な
る
と

タ
ッ
チ
も
狂
っ
て
し
ま

れ
ば
ア
マ
チ
ュ
ア
の
皆
さ
ん
は

“
や
っ
た
ぁ
ー
”
と
喜
ぶ
で
し

ょ
う
。
と
こ
ろ
が
10
メ
ー
ト
ル

の
ロ
ン
グ
パ
ッ
ト
が
同
じ
１
・

５
メ
ー
ト
ル
な
ら
ガ
ッ
カ
リ
す

る
。
そ
の
時
点
で
気
持
ち
が
後

ろ
向
き
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　
だ
か
ら
本
当
の
ロ
ン
グ
パ
ッ

ト
の
勝
負
は
１
・
５
メ
ー
ト
ル

に
寄
せ
て
、
そ
れ
を
１
パ
ッ
ト

で
沈
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
カ
ッ

プ
そ
ば
50
セ
ン
チ
の
願
望
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
る
と
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
別
の
見
方

を
す
れ
ば
カ
ッ
プ
ま
で
１
・
５

メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
、
ピ
ン

を
中
心
に
直
径
３
メ
ー
ト
ル
の

円
の
中
に
寄
せ
れ
ば
い
い
だ
け

の
こ
と
。
頭
を
切
り
替
え
る
だ

け
で
、心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

グ
リ
ー
ン
上
で
の
大
た
た
き
が

減
る
の
で
す
。

　
要
す
る
に
カ
ッ
プ
で
は
な

く
、
カ
ッ
プ
周
辺
の
大
き
な
円

の
中
に
入
れ
る
と
い
う
気
持
ち

に
な
れ
ば
ス
ト
レ
ス
が
少
な

い
。
そ
れ
で
ロ
ン
グ
パ
ッ
ト
で

大
た
た
き
し
な
く
て
済
む
の
で

す
。

カップ周辺に「直径３㍍の円」想定
い
、
ど
う
打
っ
て
い
い
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
が
、
グ
リ
ー
ン
外
か
ら
10

メ
ー
ト
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ピ

ン
そ
ば
１
・
５
メ
ー
ト
ル
に
寄

鯖
江
市
と
眼
鏡
市
場

『
地
域
活
性
化
連
携
協
定
』を
締
結

観
光
・
学
び
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
寄
与

ド軍フロントの本心は
リスク心配で認めない

　
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五

輪
で
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
日
本
中
が

湧
い
て
い
る
最
中
だ
が
、
Ｗ

Ｂ
Ｃ
連
覇
の
期
待
が
か
か
る

侍
ジ
ャ
パ
ン
も
始
動
し
た
。

　
２
月
14
日
か
ら
宮
崎
キ
ャ

ン
プ
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
（
22
・
23
日
）、

中
日
（
27
・
28
日
）、
オ
リ

ッ
ク
ス
（
３
月
２
日
）、
阪

神
（
３
日
）
と
の
強
化
試
合

を
消
化
。
そ
し
て
東
京
ド
ー

ム
で
１
次
ラ
ウ
ン
ド
（
プ
ー

ル
Ｃ
）
の
初
戦
を
３
月
６
日

に
迎
え
る
。

　
プ
ー
ル
Ｃ
は
豪
州
、
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、
韓

国
、
チ
ェ
コ
と
の
５
カ
国
か

ら
上
位
２
カ
国
が
米
フ
ロ
リ

ダ
へ
移
動
し
、
３
月
14
日
か

ら
始
ま
る
マ
イ
ア
ミ
・
マ
ー

リ
ン
ズ
の
本
拠
地
で
も
あ
る

ロ
ー
ン
デ
ポ
・
パ
ー
ク
で
の

準
々
決
勝
を
戦
う
と
い
う
慌

た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
。

　
チ
ー
ム
の
中
心
的
な
存
在

で
あ
る
大
谷
翔
平
は
い
つ
合

流
す
る
の
か
、
体
調
は
ど
う

な
の
か
も
気
に
な
る
。

　
２
０
２
３
年
は
２
度
目
の

右
肘
靱
帯
修
復
手
術
、
24
年

は
左
肩
手
術
を
受
け
て
オ
フ

は
十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
オ
フ

は
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
も
な

く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
。

　
オ
フ
は
Ｃ
Ｍ
撮
影
な
ど
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
行
事
以
外
は

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
ド
ジ
ャ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
で
汗
を
流
し
て

い
た
と
い
わ
れ
、
体
調
は
万

全
の
よ
う
だ
。

　
し
か
し
メ
ジ
ャ
ー
キ
ャ
ン

プ
地
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
か
ら
の

時
差
や
長
距
離
移
動
を
考
慮

し
て
、
前
回
の
２
０
２
３
年

大
会
同
様
２
月
26
日
に
名
古

屋
か
ら
チ
ー
ム
に
合
流
す
る

予
定
だ
。

　
当
時
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
ト
ラ
ウ
ト

を
三
振
に
斬
っ
て
取
り
優
勝

を
決
め
た
シ
ー
ン
は
今
で
も

鮮
烈
に
イ
メ
ー
ジ
に
残
る
。

フ
ァ
ン
か
ら
は
二
刀
流
で
の

活
躍
を
熱
望
す
る
声
が
多
い

の
も
確
か
だ
。

　
た
だ
、今
回
は
大
谷
が「
Ｗ

Ｂ
Ｃ
で
投
げ
る
か
ど
う
か
は

ま
だ
わ
か
ら
な
い
」
と
登
板

含
み
を
残
し
た
コ
メ
ン
ト
を

出
し
て
い
る
一
方
で
、
ド
ジ

ャ
ー
ス
の
ロ
バ
ー
ツ
監
督
は

「
彼
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
投
げ
な

い
。
彼
自
身
の
判
断
だ
」
と

答
え
て
お
り
、
二
刀
流
で
の

出
場
は
不
確
定
だ
。

　
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
窮
地
に
立

た
さ
れ
た
と
き
の
緊
急
登
板

は
と
も
か
く
、
原
則
と
し

て
、
今
回
は
打
者
専
念
の
よ

う
だ
。

　
年
間
１
０
０
億
円
、
10
年

１
０
０
０
億
円
の
ば
く
大
な

契
約
金
を
払
い
、
３
年
連
続

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

目
指
す
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
と
っ

て
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

長
い
シ
ー
ズ
ン
に
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
支
障
が
出
る
の

は
困
る
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
首
脳
陣
の

本
心
は
、「
で
き
た
ら
Ｗ
Ｂ

Ｃ
出
場
も
認
め
た
く
な
い
」

「
ケ
ガ
し
た
ら
大
損
害
」「
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
計
算
が
狂

う
」
と
大
谷
の
二
刀
流
起
用

は
絶
対
に
認
め
ら
な
い
と
い

っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
大
谷
が
ベ
ン
チ

に
座
る
だ
け
で
侍
ジ
ャ
パ
ン

は
勢
い
づ
く
。
さ
ら
に
ド
ジ

ャ
ー
ス
山
本
由
伸
、
菊
池
雄

星
（
エ
ン
ゼ
ル
ス
）、
松
井

裕
樹
（
パ
ド
レ
ス
）、
菅
野

智
之
（
ロ
ッ
キ
ー
ズ
）、
鈴

木
誠
也
（
カ
ブ
ス
）、
吉
田

正
尚
（
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
）

ら
メ
ジ
ャ
ー
組
も
加
わ
る
。

短
期
決
戦
だ
け
に
侍
ジ
ャ
パ

ン
の
投
打
に
わ
た
る
厚
み
が

増
す
。

　
歴
代
優
勝
国
の
米
国
、
ド

ミ
ニ
カ
も
豪
華
メ
ン
バ
ー
を

そ
ろ
え
て
お
り
３
月
18
日

（
日
本
時
間
）
の
決
勝
ま
で

侍
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
目
が
離
せ

な
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
典
央
）

大
谷
二
刀
流
出
場
あ
る
の
か
、な
い
の
か

シグニア補聴器 求めやすい価格２機種
　W

S

オ
ー
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
神
奈
川
県
大
和

市
、
申 

東
一
〈
デ
イ
ビ
ッ
ド 

シ
ン
〉
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

革
新
的
な
補
聴
器
ブ
ラ
ン
ド

「Signia

（
シ
グ
ニ
ア
）」
か
ら
、

同
社
最
先
端
音
声
処
理
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
「Signia IX

」
搭
載

の
最
新
充
電
式
補
聴
器
「Insio 

Charge&Go IX CIC

」

と

「M
otion Charge&Go IX

」 

に
、
よ
り
求
め
や
す
い
２
分
の

１
ク
ラ
ス
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と

し
て
追
加
す
る
。

■
新
製
品
の
特
徴

　
①
充
電
式
の
小
型
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
補
聴
器Insio 

Charge&Go IX CIC

　Insio Charge&
Go IX 

CIC

は
２
０
２
５
年
11
月
発
売

以
来
、
非
常
に
多
く
の
お
客
か

ら
支
持
を
集
め
て
い
る
。
充
電

式
で
あ
り
な
が
ら
、
目
立
ち
に

く
い
耳
あ
な
型
と
い
う
利
便
性

と
装
用
感
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、Insio Charge&Go 

☎

　
眼
鏡
市
場
は
、
国
内
メ
ガ
ネ

フ
レ
ー
ム
製
造
拠
点
の
海
外
流

出
や
高
品
質
フ
レ
ー
ム
の
安
定

供
給
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現

状
を
、
業
界
全
体
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
日
本
の
メ
ガ
ネ
フ

レ
ー
ム
製
造
の
約
９
割
を
担

う
福
井
県
鯖
江
市
に
お
い
て

も
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題

が
あ
る
中
、
新
工
場
で
は
製
造

技
術
の
継
承
と
供
給
体
制
の
安

定
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

製
造
工
程
を
公
開
す
る
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て
運
営

す
る
。
メ
ガ
ネ
製
造
業
者
や
一

般
来
場
者
が
メ
ガ
ネ
製
造
の
現

場
を
見
学
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
工
場
内
に
併
設
予
定
の

シ
ョ
ッ
プ
や
飲
食
店
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
施
設
を
通
じ
て
、
地

域
の
交
流
促
進
や
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
鯖
江
市
と
の
地
域
活
性
化
連

携
協
定
締
結
の
背
景
】

　「
め
が
ね
の
ま
ち
さ
ば
え
」

の
認
知
向
上
や
産
業
観
光
の
推

進
、人
材
育
成
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新

工
場
は
、
団
体
観
光
客
の
受
け

入
れ
に
も
対
応
可
能
な
施
設
と

し
て
整
備
し
、
産
業
観
光
の
新

た
な
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鯖
江
市
と
緊
密
に
連
携

し
、
地
域
と
メ
ガ
ネ
産
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
、「
地
域
活
性
化
連
携
協
定
」

を
締
結
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
本
協
定
を
通
じ
て
、
観
光
振

興
、
人
材
育
成
、
教
育
な
ど
幅

広
い
分
野
で
連
携
を
深
め
、
鯖

江
市
の
未
来
を
と
も
に
創
っ
て

い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

【
㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
冨
澤
昌
宏

代
表
取
締
役
社
長
コ
メ
ン
ト
】

　
私
た
ち
眼
鏡
市
場
に
と
っ

て
、
眼
鏡
づ
く
り
の
原
点
は
鯖

江
に
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た

り
培
わ
れ
て
き
た
職
人
の
技
術

と
、
人
の
手
に
よ
る
誠
実
な
も

の
づ
く
り
が
、
私
た
ち
の
事
業

を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
良
い
も
の
を
つ

く
っ
て
い
て
も
、
「
ど
こ
で
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て

い
る
の
か
」
が
十
分
に
伝
わ
り

に
く
い
と
い
う
課
題
も
感
じ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
地
域
活
性
化
連
携
協

定
は
、
単
な
る
工
場
建
設
で
は

な
く
、
鯖
江
の
も
の
づ
く
り
の

価
値
を
地
域
と
と
も
に
守
り
、

次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た

め
の
協
定
で
す
。
新
工
場
で

は
、
製
造
工
程
を
公
開
す
る

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
通

じ
て
、
職
人
と
消
費
者
、
地
域

と
未
来
、
そ
し
て
鯖
江
と
世
界

を
つ
な
ぐ
拠
点
を
目
指
し
ま

す
。

　
観
光
、
人
材
育
成
、
情
報
発

信
、
災
害
時
の
支
援
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
鯖
江
市
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
１
面
か
ら
続
く
〉

　
第
３
部
懇
親
会
で
は
、
日
本

国
際
眼
鏡
展
実
行
委
員
会
の
白

山
聡
一
委
員
長
が
「
業
界
団
体

を
統
括
す
る
日
メ
協
・
メ
ガ
ネ

関
連
団
体
協
議
委
員
会
委
員
長

と
し
て
の
立
場
も
あ
り
、
新
展

示
会
『JEX

』
の
実
行
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
展
示
会
の
分
散
し
た
会
期

は
来
場
者
と
出
展
社
双
方
に

と
っ
て
そ
の
利
益
に
資
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を

解
消
し
た
い
。
今
回
はNEO 

TOKYO

展
と
の
会
期
も
一

致
、
今
後
も
連
携
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
個
展
に
も
働

き
か
け
て
一
本
化
へ
向
け
て
話

し
合
い
た
い
。
午
年
は
物
事
が

活
性
化
す
る
、
挑
戦
す
る
年
。

こ
う
し
た
動
き
も
必
然
と
い
え

る
も
の
だ
」
と
し
て
乾
杯
を
発

声
、
宴
に
入
っ
た
。

　
参
会
者
が
各
々
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
歓
談
を
取
り
交
わ
す

中
、
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
の
魚

里
博
校
長
が
「
眼
鏡
専
門
学
校

は
３
校
と
な
り
在
校
生
も
少
な

い
。
若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
業
界
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
要
だ
。
国
民
の
生
活
に
貢

献
す
る
た
め
に
尽
力
し
よ
う
」

と
閉
会
あ
い
さ
つ
、
美
濃
部
代

表
幹
事
の
一
本
締
め
で
午
後
６

時
45
分
、
宴
を
終
え
た
。

魚里校長

【新工場の概要】
▽所在地：福井県鯖江市石田上町 26- １▽敷地面
積：１万３１９７ ㎡▽投資額：約 44 億円▽操業
開始：２０２７年７月予定▽製造商品：メガネ枠
▽生産能力：84 万本／年

㊧新工場完成予想図㊦地域活性化に向けた連携協定
を結んだ鯖江市の佐々木市長（右）とメガネトップ
の冨澤社長＝ 1月 27 日、福井県の鯖江市役所

地
鎮
祭
で
の
記
念
撮
影

第３部で挨拶する白山氏

白山『ＪＥＸ』実行委員会委員長が挨拶

26
年
眼
鏡
記
者
会
眼
鏡
人
懇
親
会

26
年
眼
鏡
記
者
会
眼
鏡
人
懇
親
会

26
年
眼
鏡
記
者
会
眼
鏡
人
懇
親
会

第
３
部

IX CIC

の
世
界
唯
一
の
ワ
ン

マ
イ
ク
指
向
性
機
能
２
・
０
を

搭
載
し
、
性
能
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
一
般
的
な
1
つ
の

マ
イ
ク
を
搭
載
し
た
小
型
補
聴

器
は
、
前
方
の
聞
き
た
い
音
を

強
調
し
、
そ
れ
以
外
の
雑
音
を

抑
え
る
処
理
が
難
し
い
。
シ
グ

ニ
ア
な
ら
、
１
つ
の
マ
イ
ク
で

も
、
両
耳
の
補
聴
器
が
高
速
通

信
し
合
う
こ
と
で
、
正
面
で
会

話
し
て
い
る
人
の
方
向
に
集
中

し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
騒

が
し
い
環
境
で
も
雑
音
を
抑
え

て
正
面
の
音
声
を
よ
り
ク
リ
ア

に
、「
小
型
」
と
「
静
か
」
の

両
方
を
実
現
し
た
。

【
主
な
機
能
】

●
小
さ
い
の
に
パ
ワ
フ
ル
、
高

度
難
聴
ま
で
対
応
可
能

　
耳
の
中
に
収
ま
る
小
型
の
耳

あ
な
型
（CIC

）
補
聴
器
で
、

外
か
ら
見
え
に
く
い
デ
ザ
イ

ン
。

●
取
り
扱
い
簡
単
な
充
電
式

　
１
回
の
充
電
で
、
最
大
34
時

間
使
用
可
能
。
　
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
充
電
ケ
ー
ス
付
き
。

ケ
ー
ス
の
蓄
電
機
能
で
両
耳
３

回
フ
ル
充
電
で
き
る
の
で
、
電

池
切
れ
の
心
配
な
し
。Qi

規

格
対
応
、
充
電
パ
ッ
ド
に
置
く

だ
け
で
ケ
ー
ス
ご
と
充
電
可

能
。

●
あ
な
た
の
耳
に
あ
わ
せ
て
丁

寧
に
製
作
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

だ
か
ら
抜
群
の
フ
ィ
ッ
ト
感

　
個
々
の
耳
型
に
合
わ
せ
て
精

密
に
製
作
さ
れ
る
た
め
、
よ
り

耳
に
フ
ィ
ッ
ト
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
連
携
・
ア

プ
リ
操
作

　
無
料
ア
プ
リ
「Signia 

app

」
で
音
量
調
整
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
切
り
替
え
を
手
元
で
ス

マ
ー
ト
に
操
作
可
能
。

製造工程を公開する新工場建設で産業観光を推進

　
全
国
に
「
眼
鏡
市
場
」
を
展

開
す
る
㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
（
静

岡
県
静
岡
市
、
冨
澤
昌
宏
代
表

取
締
役
社
長
、
以
下
「
眼
鏡
市

場
」）
は
、
１
月
27
日
に
福
井

県
鯖
江
市
に
お
い
て
、
メ
ガ
ネ

フ
レ
ー
ム
新
工
場
の
地
鎮
祭
を

執
り
行
う
と
と
も
に
、
鯖
江
市

と
地
域
活
性
化
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
国
内
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー

ム
製
造
の
９
割
を
担
う
鯖
江
に

お
い
て
、
製
造
工
程
を
公
開
す

る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
型

工
場
を
新
設
し
、
産
業
観
光
や

人
材
育
成
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
。

【
新
工
場
建
設
の
背
景
】

【
今
後
の
展
開
】

　
地
域
の
魅
力
発
信
や
産
業
振

興
に
関
す
る
新
し
い
取
り
組
み

の
検
討
、
さ
ら
に
子
供
た
ち
が

メ
ガ
ネ
産
業
に
関
す
る
学
び
や

体
験
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力

に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、
工
場
見
学
開
催
等

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
な

ど
、
眼
鏡
市
場
が
掲
げ
る
「
関

わ
る
皆
の
幸
せ
を
実
現
し
笑
顔

を
創
造
し
ま
す
」
の
理
念
の
も

と
、
地
域
の
社
会
課
題
の
解
決

に
貢
献
し
て
い
く
。

【
鯖
江
市
・
佐
々
木
勝
久
市
長

コ
メ
ン
ト
】

　
こ
の
た
び
、
㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ

プ
様
と
鯖
江
市
と
の
間
で
、
地

域
活
性
化
連
携
協
定
を
締
結
で

き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
様
は
、
全
国

で
「
眼
鏡
市
場
」
を
展
開
さ

れ
、
眼
鏡
業
界
を
牽
引
さ
れ
て

い
る
企
業
で
す
。

　
今
回
、
鯖
江
市
内
に
お
い
て

製
造
工
程
を
公
開
す
る
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
備
え
た
新

工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
本
市
の
も
の
づ
く
り
の

魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
大

き
な
契
機
に
な
る
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
工
場
は
、
製
造
の
現
場
を

見
学
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
施
設
も
併
設

さ
れ
、
観
光
・
学
び
・
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
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ウィッカから３月６日発売

セイコーサマージャズ２０２６企画

グランドセイコーから２モデル登場

映画『ウィキッド 永遠の約束』の
世界観を表現したスペシャルモデル

雪面の美しさを写し取った「雪白
パターン」をダイヤルにあしらう

国
の
伝
統
工
芸
品
の
江
戸
切
子
を

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
用
い
た
置
時
計

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
こ
の
ほ

ど
プ
ロ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
タ
ー
の

堀
米
雄
斗
選
手
と
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
社
は
、
堀
米
選
手
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ
“G-SH

O
CK

”
の
ユ
ー
ザ
ー
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
く
。

　
堀
米
選
手
は
、
６
歳
で
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
を
始
め
て
以
来
、

主
要
な
大
会
で
数
々
の
優
勝
を

重
ね
輝
か
し
い
実
績
を
生
み
出

し
続
け
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
技
術
や
魅

力
を
伝
え
る
映
像
作
品
を
数
多

く
発
表
し
て
き
た
。
競
技
と
し

て
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
、
ス

ト
リ
ー
ト
文
化
と
し
て
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
両
面
に
お
い

て
、
ス
ケ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
を

牽
引
し
て
き
た
存
在
。

　
こ
の
度
、
堀
米
選
手
が
持
つ

「
誰
も
成
し
遂
げ
た
こ
と
の
な

い
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
、
挫

折
を
乗
り
越
え
な
が
ら
挑
戦
を

続
け
る
」
と
い
う
姿
勢
が
、
常

に
時
計
の
限
界
に
挑
戦
し
続
け

「NEVER GIVE UP

（
決

し
て
諦
め
な
い
）
」
の
精
神
を

掲
げ
る
“G-SHOCK

”
の
ブ

ラ
ン
ド
理
念
と
相
通
じ
る
こ
と

か
ら
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
契
約
に

至
っ
た
。

　日本パブリックゴルフ協会が主催する「全日
本アマチュアゴルファーズ選手権」に先立ち、
３月１９日から４月２８日まで東日本２０コー
スで「東日本アマチュアゴルファーズ選手権予
選」が行われる。
　日程・開催コースはＡ地区が、
▼福島＝ＪＧＭサラブレッドＧＣ（４月６日）
▼栃木＝セブンハンドレッドＣ（３月１９日）、
ハーモニーヒルズＧＣ（４月１７日）、那須野
ケ原ＣＣ（同１９日）、イーストウッドＣＣ（同
２１日）、ＪＧＭ宇都宮ＧＣ（同２３日）
▼茨城＝下館ＧＣ（４月１８、２７日）、太平
洋Ｃ美野里Ｃ（同２８日）
▼群馬＝前橋Ｇ場（同９日）、新玉村Ｇ場（同
２３日）
▼千葉＝紫ＣＣあやめＣ（同１６日）
▼＝東京＝ＧＭＧ八王子Ｇ場（同３日）。
Ｂ地区は、
▼千葉＝千葉よみうりＣＣ（同１６日、１９日）、
新君津ベルグリーンＣＣ（同２１日）、立野ク
ラシックＧＣ（同２３日）
▼山梨＝丘の里清里ＧＣ（同１６日）、山中湖
畔富士ＧＣ（同２１日）
▼長野＝富士見高原ＧＣ（同２３日）、ウィー
ゴＣＣ（同１７日）、鹿島南蓼科ＧＣ（同１９日）。
　Ａ地区決勝はイーストウッドＣＣ（５月９、
１０日）、Ｂ地区決勝は鹿島南蓼科ＧＣ（５月
１３、１４日）。
　全日本大会はセブンハンドレッドＣで６月
１０、１１日に行われる。
　参加資格はハンディキャップ２０・０程度ま
で。参加料６６００円（プレー料金別途）、競
技方法は１８ホール・ストロークプレー。
　 申 し 込 み は 協 会 Ｈ Ｐ（https://entry.pgs.
or.jp/)、 楽 天 Ｇ Ｏ Ｒ Ａ（https://gora.golf.
rakuten.co.jp/tournament/) へ。
　申し込み期間は２月１日～２８日。問い
合わせは同協会事務局（☎０３・６２８０・
３３２４）まで。

東
日
本
ア
マ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ズ
選
手
権
予
選
の
参
加
者
募
集

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
大
治
良
⾼
社
⻑
）

は
、
２
月
５
日
に
東
京
都
中
央

区
の
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ

ル
東
京
で
２
０
２
６
年
春
・
夏

の
新
商
品
を
紹
介
す
る
営
業
商

談
会
を
開
催
し
、
会
場
に
は
、

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
特
別

ブ
ー
ス
の
企
画
展
も
行
わ
れ
て

い
た
。
今
回
の
展
示
会
で
の
主

な
商
品
を
紹
介
す
る
。

　
最
先
端
技
術
を
搭
載
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

『CITIZEN ATTESA

（
シ

チ
ズ
ン 

ア
テ
ッ
サ
）
』
か
ら

は
、
皆
既
月
食
が
生
み
出
す
赤

い
月
“Blood M

oon

”
の
神

秘
的
な
美
し
さ
を
表
現
し
た
限

定
２
モ
デ
ル
【
希
望
⼩
売
価
格

19
万
８
０
０
０
円
、
38
万
５
０

０
０
円
（
税
抜
価
格
18
万
円
、

35
万
円
）
】
を
２
月
26
⽇
に
発

売
す
る
。

　
同
品
は
、
３
月
３
⽇
20
時
４

分
に
、
⽇
本
全
国
で
観
測
で
き

る
皆
既
月
食
に
先
駆
け
、
皆
既

中
の
神
秘
的
な
赤
い
月
“Blo

od M
oon

”
を
テ
ー
マ
に
し
た

数
量
限
定
モ
デ
ル
「Shades 
of Red

」
。
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

GPS 

衛
星
電
波
時
計
の
最
上

位
ム
ー
ブ
メ
ン
トCal.F950 

搭
載
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ

ル
と
月
齢
⾃
動
計
算
機
能
「
ル

ナ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
持
つCal.

H874 

搭
載
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス

に
、
太
陽
、
地
球
、
月
が
⼀
直

線
に
並
ぶ
こ
と
で
生
ま
れ
る

“Blood M
oon

”
の
幻
想
的

な
美
し
さ
を
、
先
進
技
術
と
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
し

た
。

　
「CC4077-71Z

」
は
、
白

蝶
貝
の
上
に
赤
く
着
色
し
た
月

模
様
の
文
字
板
を
重
ね
る
こ
と

で
、
奥
⾏
き
と
輝
き
を
両
⽴
し

た
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
カ
ラ
ー
の
ダ

イ
ヤ
ル
を
実
現
し
た
。
サ
フ
ァ

イ
ア
ベ
ゼ
ル
リ
ン
グ
の
裏
面
に

は
、
ダ
ー
ク
レ
ッ
ド
に
加
え
、

シ
ル
バ
ー
の
都
市
名
を
追
加
し

た
２
回
の
蒸
着
で
仕
上
げ
て
い

る
。
ダ
イ
ヤ
ル
全
体
を
深
い
赤

の
サ
フ
ァ
イ
ア
ガ
ラ
ス
リ
ン
グ

ベ
ゼ
ル
が
囲
む
、
唯
⼀
無
二
の

存
在
感
を
放
つ
。
「BY1005-

73Z

」
は
、
月
の
満
ち
欠
け

を
⽰
す
円
板
針
に
赤
い
金
属

電
着
と
印
刷
を
重
ね
る
こ
と

で
、
幻
想
的
で
美
し
い
“Blo

od M
oon

”
を
精
緻
に
再
現
し

た
。
背
景
の
夜
空
に
は
パ
ー
ル

印
刷
を
施
し
、
漆
黒
の
星
空
の

き
ら
め
き
も
楽
し
め
る
。
⽴
体

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
で
月
の

模
様
と
粗
い
凹
凸
感
を
表
現
し

た
１
枚
⽬
の
文
字
板
の
上
に
、

２
枚
⽬
の
文
字
板
と
金
属
パ
ー

ツ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
⽴
体
的

で
⾼
級
感
の
あ
る
ダ
イ
ヤ
ル
と

な
っ
た
。

　
「
ｘ
Ｃ
（
ク
ロ
ス
シ
ー
）
」

か
ら
は
、
30
周
年
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
限
定
モ
デ

ル
が
発
売
さ
れ
る
。

　
『wicca

（
ウ
ィ
ッ
カ
）
』

か
ら
は
、
３
月
６
日
に
公
開

さ
れ
る
、
映
画
『
ウ
ィ
キ
ッ
ド 

永
遠
の
約
束
』
の
世
界
観
を
表

現
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ
デ
ル
が

登
場
３
月
６
日
に
発
売
さ
れ

る
。

　
物
語
を
象
徴
す
る
“
エ
ル

フ
ァ
バ
”
と
“
グ
リ
ン
ダ
”
、

対
照
的
な
ふ
た
り
の
魔
⼥
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ
デ

ル
。 

劇
中
の
色
彩
や
心
情
、

印
象
的
な
ア
イ
テ
ム
を
細
部
に

ま
で
織
り
込
ん
だ
。 

　
「
エ
ル
フ
ァ
バ
」K

H
4-

947-41

は
、
エ
ル
フ
ァ
バ
が

住
む
⻄
（
９
時
位
置
）
側
か
ら

広
が
る
緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

が
、
彼
⼥
の
揺
れ
動
く
心
を
表

現
。
⽂
字
板
に
は
、
エ
ル
フ
ァ

バ
の
住
む
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

植
物
模
様
に
、
２
時
位
置
に
フ

ラ
イ
ン
グ
。
モ
ン
キ
ー
、
７
時

位
置
に
グ
リ
ー
ン
の
ク
リ
ス
タ

ル
ガ
ラ
ス
を
セ
ッ
ト
。
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
は
、
エ
ル
フ
ァ
バ
の

⽖
や
ほ
う
き
を
思
わ
せ
る
ロ
ー

マ
数
字
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

　
「
グ
リ
ン
ダ
」KH-4-912-

21

は
、
偏
光
カ
ラ
ー
の
ド
レ

ス
を
思
わ
せ
る
⽩
蝶
⾙
の
⽂
字

板
が
、
グ
リ
ン
ダ
の
華
や
か
さ

を
表
現
。
12
時
位
置
に
は
グ
リ

ン
ダ
の
ス
テ
ッ
キ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
配
置

し
、
２
時
位
置
に
オ
ー
ロ
ラ
カ

ラ
ー
、
８
時
位
置
に
パ
ー
プ
ル

の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
セ
ッ

ト
し
た
。

　
ロ
ー
マ
数
字
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
は
、
グ
リ
ン
ダ
の
し
ぐ
さ
や

カ
ー
ル
し
た
髪
を
思
わ
せ
る
優

雅
な
デ
ザ
イ
ン
。

左：KH4-912-21 希望小売価格 35,200 円
（税抜価格 32,000 円）、限定 550 本、限定
BOX 付 
右：KH4-947-41 希望小売価格 35,200 円

（税抜価格 32,000 円）、限定 550 本、限定
BOX 付

４月 24 日発売予定の雪白パターンモデル

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代
表

取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
）
は
、
２
月
５
日
に
東
京

都
港
区
の
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン

東
京
と
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト

東
京
（ 

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー

と
ク
レ
ド
ー
ル
会
場
）
の
２

カ
所
で
「
２
０
２
６
年
春
夏

新
商
品
提
案
会
」
を
開
催
し
、

１
２
０
本
の
時
計
を
展
示
し
て

い
た
。
そ
の
中
で
主
な
物
を
紹

介
す
る
。

　〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
〉
か

ら
は
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を

得
て
い
る
「
雪
白
（
ゆ
き
し
ろ
）

パ
タ
ー
ン
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
に
あ

し
ら
っ
た
、
ケ
ー
ス
径
33
・
０

㎜
の
ク
オ
ー
ツ
モ
デ
ル
を
２
種

発
売
す
る
。
い
ず
れ
も
４
月
24

日
発
売
予
定
で
、
希
望
小
売
価

格
は
44
万
円
（
税
込
）。

　
堅
さ
を
帯
び
た
雪
面
に
冷
た

く
乾
い
た
風
が
吹
き
つ
け
る
こ

と
で
生
み
出
さ
れ
る
風
雪
紋

は
、
厳
し
い
冬
山
で
見
ら
れ
る

美
し
い
景
色
の
一
つ
。
そ
の
風

雪
紋
を
写
し
取
っ
た
「
雪
白
パ

タ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ダ
イ
ヤ

ル
模
様
は
、
２
０
０
５
年
に
初

め
て
登
場
し
て
以
来
、
20
年
以

上
に
わ
た
り
多
く
の
方
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の

度
、
ク
オ
ー
ツ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

「
キ
ャ
リ
バ
ー9F

」
に
最
小
サ

イ
ズ
の
「
キ
ャ
リ
バ
ー9F51

」

が
新
た
に
登
場
し
た
こ
と
で
、

ケ
ー
ス
径
33
・
０
㎜
の
モ
デ
ル

が
実
現
し
た
。
耐
磁
性
能
は
そ

の
ま
ま
に
、
構
造
を
変
更
し
た

こ
と
で
ケ
ー
ス
の
厚
さ
は
９
・

１
㎜
と
な
り
、
キ
ャ
リ
バ
ー

9F

搭
載
モ
デ
ル
の
中
で
最
も

薄
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。
コ
ン

パ
ク
ト
な
ケ
ー
ス
は
、
ど
な
た

の
腕
元
に
も
美
し
く
収
ま
る
。

　
ク
ロ
ッ
ク
の
最
高
級
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
〈
デ
コ
ー
ル
セ
イ

コ
ー
〉
か
ら
は
、
国
の
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
江
戸
切

子
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
用
い
た

置
時
計
を
、
３
月
６
日
か
ら
発

売
す
る
。
希
望
小
売
価
格
は

１
４
３
万
円
（
税
込
）、
国
内

限
定
５
台
。

　
同
作
に
採
用
し
た
江
戸
切
子

の
よ
う
な
、
カ
ッ
ト
の
ラ
イ
ン

と
深
さ
を
常
に
均
一
に
保
つ
柄

に
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
豊
か

な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
よ

り
一
層
高
度
な
技
術
が
求
め
ら

れ
る
。
下
絵
の
写
し
か
ら
カ
ッ

ト
、
仕
上
げ
の
磨
き
ま
で
の
全

行
程
を
熟
練
の
職
人
の
手
仕
事

に
よ
り
行
う
こ
と
で
、
み
ず
み

ず
し
く
も
端
正
な
江
戸
切
子
が

完
成
す
る
。

　
そ
の
伝
統
工
芸
の
美
を
取
り

入
れ
た
本
作
は
、
中
空
に
レ
イ

ア
ウ
ト
さ
れ
た
ク
オ
ー
ツ
・
ス

ケ
ル
ト
ン
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
金

色
の
歯
車
の
輪
列
と
と
も
に
浮

き
上
が
っ
て
見
え
、
精
緻
な
技

術
と
伝
統
工
芸
の
融
合
を
表
現

し
て
い
る
。

　「
麻
の
葉
」
柄
は
、
成
長
の

早
い
麻
に
あ
や
か
り
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
成
長
や
繁
栄
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
様
々
な
場
面
で
の

ギ
フ
ト
に
も
好
適
。

　
ま
た
、
六
角
形
を
基
本
と
し

た
連
続
す
る
幾
化
学
的
な
模
様

を
曲
面
に
あ
し
ら
う
こ
と
で
、

周
囲
の
光
を
受
け
、
空
間
に
華

や
か
さ
と
奥
行
き
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代
表

取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）
は
、

特
別
協
賛
す
る
「Seiko Sum

m
er Jazz Cam

p 

２
０
２
６
」

に
お
い
て
、
ジ
ャ
ズ
を
題
材

と
し
た
大
人
気
漫
画
『BLUE 

GIANT

』（
小
学
館
『
ビ
ッ
グ

コ
ミ
ッ
ク
』
連
載
中
）
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て

BLUE GIANT

賞
」
を
新
設

す
る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
で
10
周
年
を

迎
え
る
こ
の
ジ
ャ
ズ
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
世
界
で
活
躍
し
、
今
年
グ
ラ

ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

ジ
ャ
ズ
作
曲
家
・
指
揮
者 

挾

間
美
帆
さ
ん
に
よ
る
作
曲
・
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
新
た

に
開
講
し
、
演
奏
技
術
だ
け
で

な
く
音
楽
を
創
り
出
す
機
会
を

提
供
す
る
。

■
ジ
ャ
ズ
漫
画
『BLUE GIA

NT

』
と
コ
ラ
ボ
し
た
「BLUE 

GIANT

賞
」
を
新
設

　『BLUE GIANT

』

は
、

ジ
ャ
ズ
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
気

漫
画
で
、
音
楽
フ
ァ
ン
の
み
な

ら
ず
幅
広
い
層
に
支
持
さ
れ
て

い
る
。
㈱
小

学
館
と
連
動

す
る
こ
と
で

実
現
し
た

こ
の
賞
は
、

ジ
ャ
ズ
の
未

来
を
担
う
若

き
才
能
を
応

援
す
る
特
別

賞
で
、作
者
・

石
塚
真
一

氏
、
ス
ト
ー

リ
ー
担
当
・

NUM
BER

8
氏
が
受
賞

者
を
選
定
。

『BLUE GI
ANT

』が
描

い
て
き
た
“
世
界
一
の
ジ
ャ
ズ

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
”
と
い
う

精
神
と
、
次
世
代
育
成
を
掲
げ

る
セ
イ
コ
ー
の
ジ
ャ
ズ
キ
ャ
ン

プ
の
理
念
が
重
な
り
、
10
周
年

を
迎
え
る
２
０
２
６
年
に
誕
生

し
た
。

　
な
お
、
最
終
日
に
開
催
さ
れ

る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
内
で
実
施

す
る
表
彰
式
に
は
、
作
者
・
石

塚
真
一
氏
お
よ
び
ス
ト
ー
リ
ー

を
担
当
す
るNUM

BER8

氏

も
来
場
予
定
で
、
受
賞
者
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
る
。

■
10
周
年
を
機
に
、
新
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「Seiko Tim

e

＆

Jazz

」
を
始
動

　
10
周
年
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
基
盤

に
、
よ
り
ジ
ャ
ズ
文
化
を
広
げ

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「Se

iko Tim
e

＆Jazz

」
と
し
て

新
た
に
始
動
す
る
。
今
後
、

ジ
ャ
ズ
キ
ャ
ン
プ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ラ
イ
ブ
情
報
や
ラ
イ
ブ
レ

ポ
ー
ト
な
ど
に
加
え
、
注
目
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
紹
介
、
注
目
の
楽

曲
紹
介
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
の
楽
し

み
方
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

方
が
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
多
彩
な
情
報

を
発
信
し
て
い
く
。

■
今
年
で
10
周
年
！Seiko 

Sum
m

er Jazz Cam
p 2026

　
こ
の
ジ
ャ
ズ
キ
ャ
ン
プ
は
、

世
界
で
活
躍
す
る
一
流
の
ジ
ャ

ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
講
師

を
務
め
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
技

術
と
理
論
、
楽
し
み
方
や
音

楽
と
の
向
き
合
い
方
な
ど
を

学
べ
る
５
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
今
年
で
10
周
年
。
受
講

生
は
延
べ
３
２
０
人
ほ
ど
に
な

る
。
そ
の
中
に
は
プ
ロ
と
し
て

活
躍
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
80
人

ほ
ど
お
り
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ズ

の
本
場
ア
メ
リ
カ
で
デ
ビ
ュ
ー

す
る
受
講
生
も
出
て
く
る
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
ジ
ャ

ズ
界
を
牽
引
し
て
い
く
力
を

持
っ
た
若
き
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
多
数
輩
出
し
て
い
る
。
公
式

サ
イ
ト
で
、
参
加
者
を
３
月
16

日
（
月
）
か
ら
募
集
す
る
。

　Seiko Sum
m

er Jazz 
Cam

p 2025 

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト photo:am
igraphy

　〈
実
施
概
要
〉

　
・
開
催
日
程
：
２
０
２
６
年

8
月
10
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

５
日
間

　
・
会
場
：
尚
美
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校
（
東
京

都
文
京
区
本
郷
４
‐
15
‐
９
）

　
・
募
集
期
間
：
２
０
２
６
年

３
月
16
日
（
月
）
10
時
～ 

５

月
８
日
（
金
）
10
時

　
・
講
師
： 

マ
イ
ケ
ル
・
デ
ィ
ー

ズ
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
主
任
講

師
）、挾
間
美
帆
（
作
曲
・
編
曲
、

２
０
２
６
年
よ
り
新
設
）、
中

村
恭
士
（
ベ
ー
ス
）、
ク
イ
ン

シ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（
ド
ラ
ム

ス
）、
ジ
ョ
セ
リ
ン
・
グ
ー
ル

ド
（
ギ
タ
ー
）、
ダ
ン
・
ニ
マ
ー

（
ピ
ア
ノ
）、デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ヴ
ェ

ラ
（
サ
ッ
ク
ス
）、
ベ
ニ
ー
・

ベ
ナ
ッ
ク
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、

ア
リ
シ
ア
・
オ
ラ
ト
ゥ
ー
ジ
ャ

（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）、守
屋
純
子（
特

別
顧
問
）

　
今
回
の
ア

ン
バ
サ
ダ
ー

就
任
を
記
念

し
て
、
堀
米

選
手
の
盟
友

で
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト 

VERDY 

氏

に
よ
る
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ

を
配
し
た
ス

ペ
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ュ
ア
ル
を

制
作
し
た
。

あ
わ
せ
て
、VERDY 

氏
が
編

集
長
を
務
め
る
ス
ト
リ
ー
ト

カ
ル
チ
ャ
ー
誌
「THIRTY 3 

M
AGAZINE

」
が
手
掛
け
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ム
ー
ビ
ー
を
同
社

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
含
め
て
、

今
後
も
堀
米
選
手
と 

“G-SH
OCK

”
は
新
た
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い

く
。

　
そ
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
ス

ケ
ー
タ
ー
と
し
て
の
表
現
力
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
ル
チ
ャ
ー

の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
側
面
な

ど
多
彩
な
魅
力
を
併
せ
持
つ

堀
米
選
手
と
と
も
に
、
“G-

SHOCK

”
は
ス
ケ
ー
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
の
普
及
と
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
今
回
の
契
約
締
結
に
あ
た
り

堀
米
選
手
は
、 

「
“G-SHO

CK

”
と
一
緒
に
活
動
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
挑
戦
を

続
け
な
が
ら
、
次
の
世
代
の
力

に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
「
驚
き
を
身
近
に

す
る
力
で
、
一
人
ひ
と
り
に
今

日
を
超
え
る
歓
び
を
。
」
と
い

う
パ
ー
パ
ス
の
も
と
、
常
識
を

変
え
る
よ
う
な
製
品
を
数
多

く
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。

中
で
も
“G-SHOCK

”
は
、

「Absolute Toughness

」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
挑
戦
を
続

け
、
人
々
に
驚
き
と
感
動
を
提

供
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
常
に
挑
戦
を
続
け

る
堀
米
選
手
を
は
じ
め
、
夢
に

向
け
て
努
力
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

た
ち
を
応
援
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
感
動
の
創
出
に
貢
献
し

て
い
く
。

セ
イ
コ
ー
提
案
会

作
者
・
石
塚
真
一
氏
に
よ
る
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト

シ
チ
ズ
ン
商
談
会

時計新商品
展示会の主な製品を紹介春春春 夏夏夏 

ア
テ
ッ
サ
か
ら
２
月
26
日
に
発
売

デ
コ
ー
ル
セ
イ
コ
ー
か
ら
３
月
６
日
発
売

「
Ｇ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
の
世
界
観
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発
信

太
陽
と
地
球
と
月
が
一
直
線
に
並
ぶ

皆
既
日
食
テ
ー
マ
に
し
た
２
モ
デ
ル

堀米雄斗選手とアンバサダー契約

大人気のジャズ漫画とコラボ
した『BLUE GIANT』賞新設

堀米雄斗選手とアンバサダー契約
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